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は
じ
め
に
　
―
領
知
宛
行
状
と
い
う
文
書
と
問
題
の
所
在
―

蓋
し
、
幕
府
の
往
時
に
見
る
に
、
其
藩
侯
を
封
す
る
や
、
実
に
一
代
の
制
な
り

し
な
り
。
之
を
以
て
、
其
藩
侯
の
没
し
て
継
承
の
前
に
当
り
て
は
、
更
に
幕
府

よ
り
判
物
を
与
へ
て
之
を
改
封
し
、
且
保
障
し
た
る
な
り
。
謂
ゆ
る
『
本
領
安

堵
』
な
る
も
の
は
即
ち
是
な
り
。
左
れ
は
彼
徳
川
氏
、
二
代
三
代
し
て
幕
府
の

権
威
隆
々
た
る
の
時
に
当
り
て
は
、
或
は
些
少
の
罪
跡
あ
る
の
故
を
以
て
、
或

は
継
承
の
子
孫
な
き
の
故
を
以
て
、
其
封
土
を
奪
ひ
、
其
家
系
を
絶
ち
し
も
の

少
な
か
ら
さ
る
も
、
幕
府
漸
く
末
葉
に
属
し
、
権
威
已
に
衰
運
に
傾
き
た
る
時

に
至
り
て
は
、
封
土
の
奪
収
、
家
系
の
断
絶
の
こ
と
き
猛
断
果
決
は
、
迚
も
行

は
る
へ
く
も
あ
ら
す
。
只
唯
々
と
し
て
形
式
的
の
朱
印
を
授
与
し
、
以
て
家
督

相
続
を
承
認
し
、
本
領
安
堵
を
保
障
す
る
に
過
き
さ
り
し
の
み
。
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現
在
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
名
文
書
は
、
そ
の
多
く
が
江
戸
時
代
、

大
名
や
そ
の
藩
政
機
関
に
お
い
て
、
保
管
、
授
受
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大

名
家
の
由
緒
を
語
る
家
文
書
、
領
内
統
治
の
執
行
に
欠
か
せ
な
い
藩
庁
文
書
な
ど
、

現
在
我
々
研
究
者
が
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
そ
れ
ら
の
文
書
は
、
当
時
は
現
用

文
書
と
し
て
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
、「
大
名
が
一
番
大
事
に

し
た
文
書
」
は
な
に
か
と
問
わ
れ
た
と
き
、
筆
者
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
有
す
る
意
義

か
ら
、
大
名
の
権
力
の
源
泉
と
な
っ
た
領
知
宛
行
状
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
本
稿

は
こ
の
領
知
宛
行
状
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

領
知
宛
行
状
と
は
、
江
戸
幕
府
の
将
軍
が
諸
大
名
に
対
し
て
、
従
来
の
領
地
を
引

き
続
い
て
領
知
（
領
有
・
支
配
）
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
内
容
を
持
ち
、
い
わ
ば
大

名
と
い
う
地
位
と
、
存
立
基
盤
と
な
る
領
地
支
配
の
二
つ
を
保
証
す
る
と
い
う
、
誠

に
重
大
な
内
容
を
も
つ
文
書
で
あ
る
。「
大
名
が
一
番
大
事
に
し
た
文
書
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
意
味
は
、
こ
の
点
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
の
は
、
大
隈
重
信
が
、
自
ら
当
事
者
と
し
て
携
わ
っ
た
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
の
版
籍
奉
還
を
回
顧
す
る
中
で
、
江
戸
時
代
の
幕
府
・
大
名
間
の
領

知
を
媒
介
と
す
る
主
従
関
係
の
あ
り
よ
う
と
、
領
知
宛
行
状
や
朱
印
改
に
つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
封
建
社
会
の
主
従
関
係
は
、
主
君
か
ら
家
臣

に
対
す
る
所
領
給
与
・
安
堵
と
、
家
臣
が
主
君
に
対
し
て
行
う
勤
役
奉
仕
の
相
互
的

〔
論
文
〕

大
名
が
一
番
大
事
に
し
た
文
書

千
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関
係
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
将
軍
と
大
名
の
関
係
も
、

こ
の
武
家
社
会
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
将
軍
は
家
臣
で
あ
る
諸
大
名
に

対
し
、
領
地
の
新
規
給
与
、
あ
る
い
は
従
来
か
ら
の
支
配
を
承
認
・
保
証
す
る
「
御

恩
」
を
施
し
、
諸
大
名
の
主
君
と
し
て
彼
ら
の
上
に
君
臨
す
る
。
一
方
、
大
名
は
将

軍
に
臣
下
の
礼
を
取
っ
て
そ
の
家
臣
と
な
り
、
将
軍
が
軍
事
的
な
負
担
（
軍
役
）
を

課
す
と
、
そ
の
領
地
に
基
づ
い
て
抱
え
て
い
る
自
己
の
家
臣
団
を
率
い
て
奉
仕
す
る
。

戦
争
へ
の
動
員
で
あ
る
軍
役
だ
け
で
は
な
く
、
参
勤
交
代
や
、
城
郭
普
請
、
河
川
改

修
な
ど
の
手
伝
普
請
な
ど
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
動
員
は
軍
役
に
準
ず

る
負
担
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
将
軍
か
ら
課
さ
れ
る
負
担

を
果
た
す
こ
と
が
、
領
地
の
支
配
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
見
返
り
と
し
て
の
「
奉

公
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た）

2
（

。

　

主
人
と
従
者
の
個
人
的
関
係
か
ら
出
発
し
た
両
者
の
関
係
は
、
主
人
、
従
者
そ
れ

ぞ
れ
の
代
替
わ
り
ご
と
に
、
関
係
の
更
新
手
続
き
が
な
さ
れ
る
。
大
名
の
代
替
わ
り

に
は
、
大
名
か
ら
幕
府
に
対
し
相
続
願
が
提
出
さ
れ
、
将
軍
が
家
督
相
続
を
認
め
る

こ
と
で
領
地
支
配
の
継
承
も
保
証
さ
れ
る
。
一
方
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
統
治
が
軌
道

に
乗
っ
た
後
、
将
軍
か
ら
領
知
宛
行
・
安
堵
を
保
証
す
る
文
書
と
し
て
、
領
知
宛
行

状
が
大
名
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
。
領
地
お
よ
び
そ
の
石
高
に
つ
い
て
は
、
改
易
や

処
罰
、
転
封
を
う
け
な
い
限
り
、
原
則
的
に
そ
れ
が
代
々
保
有
・
相
続
さ
れ
る
。
し

か
し
、
建
前
と
し
て
領
地
保
有
が
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
将
軍
の
代
替
わ

り
の
た
び
に
領
地
の
保
有
を
確
認
・
承
認
す
る
手
続
き
で
あ
る
「
朱
印
改
」
が
行
わ

れ
、
新
た
な
領
知
宛
行
状
が
発
給
さ
れ
た）

3
（

。
先
の
大
隈
の
言
及
で
は
、「
其
藩
侯
の

没
し
て
継
承
の
前
に
当
り
て
は
、
更
に
幕
府
よ
り
判
物
を
与
へ
て
之
を
改
封
し
、
且

保
障
し
た
る
な
り
」
と
す
る
が
、
幕
藩
体
制
下
で
大
名
に
仕
え
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
幕
藩
関
係
の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
で
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
。
幕
府
権
力
確

立
の
の
ち
に
は
、
領
知
宛
行
状
は
主
に
将
軍
の
代
替
わ
り
に
発
給
さ
れ
、
大
名
の
代

替
わ
り
に
は
通
常
発
給
さ
れ
な
く
な
る
。
将
軍
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
る
「
朱
印
改
」

こ
そ
、
統
一
的
知
行
体
系
の
将
軍
に
よ
る
掌
握
で
あ
り
、
そ
の
掌
握
を
将
軍
が
果
た

し
た
時
が
「
天
下
人
」
と
し
て
の
地
位
の
実
質
化
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

4
（

。

　

大
名
に
与
え
ら
れ
る
領
知
宛
行
状
に
は
、
領
知
判
物
と
領
知
朱
印
状
の
二
種
類
が

あ
る
。
判
物
は
文
書
の
差
出
者
自
ら
が
花
押
を
据
え
た
文
書
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ

で
は
将
軍
の
花
押
が
据
え
ら
れ
、
領
知
高
が
一
〇
万
石
以
上
な
い
し
侍
従
以
上
の
朝

廷
の
官
位
を
有
す
る
大
名
に
与
え
ら
れ
る
。
領
知
高
が
一
〇
万
石
未
満
の
大
名
に
は
、

花
押
の
か
わ
り
に
将
軍
の
朱
印
が
捺
さ
れ
た
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
た）

5
（

。

　

領
知
宛
行
状
に
付
随
・
補
完
す
る
か
た
ち
で
、
諸
大
名
が
与
え
ら
れ
た
領
知
の
所

在
に
つ
い
て
、
領
知
す
る
郡
・
村
々
の
名
や
石
高
を
書
き
上
げ
た
領
知
目
録
が
作
成

さ
れ
渡
さ
れ
た
。
領
知
宛
行
状
に
「
目
録
在
別
紙
」
と
書
か
れ
た
「
目
録
」
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
そ
の
基
本
的
書
式
の
ス
タ
イ
ル
は
、
冒
頭
に
「
目
録
」
と
記
さ
れ
た
あ

と
に
、
領
知
に
含
ま
れ
る
村
名
を
、
国
・
郡
ご
と
に
記
載
、
石
高
を
郡
ご
と
に
記
載

す
る
も
の
で
、
書
留
の
文
言
に
あ
る
よ
う
に
、
将
軍
の
名
に
よ
っ
て
朱
印
改
に
あ

た
っ
た
奉
行
人
（
朱
印
改
奉
行
）
が
、
将
軍
の
命
を
奉
じ
た
形
で
発
給
す
る
。
領
知

目
録
の
料
紙
に
は
、
光
沢
が
あ
っ
て
幅
広
の
間
似
合
紙
（
間
合
紙
）
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
紙
を
必
要
に
応
じ
て
（
記
載
す
る
国
名
・
郡
名
・
村
名
が
多
い
場
合
）
紙
を
継

ぎ
、
そ
の
紙
継
目
裏
に
奉
行
人
の
印
判
を
捺
す
。
こ
れ
を
折
り
た
た
み
、
折
懸
封
・

共
紙
の
包
紙
を
付
け
て
い
る）

6
（

。

　

大
名
に
発
給
さ
れ
た
領
知
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
が）

7
（

、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
大
名
・
公
家
・
寺
社
を
対
象
に
し
て
行
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わ
れ
た
代
替
わ
り
朱
印
改
（「
寛
文
印
知
」）
を
実
証
的
に
検
討
し
た
大
野
瑞
男
氏
に

よ
る
先
駆
的
な
研
究
成
果
が
、
後
続
す
る
幕
府
発
給
の
領
知
宛
行
状
の
研
究
や
、
幕

府
に
よ
る
地
域
認
識
、
江
戸
幕
府
発
給
文
書
の
書
札
礼
の
研
究
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
大
野
氏
は
「
寛
文
朱
印
留
」
や
幕
府
の
朱
印
改
記
録

を
通
し
て
、
寛
文
印
知
の
具
体
的
な
様
相
を
再
現
し
た
。
ま
た
、
大
名
宛
の
領
知
判

物
・
朱
印
状
に
厳
密
な
書
札
礼
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
そ
れ
が
大
名
の
官

位
・
領
知
高
と
密
接
に
関
連
し
、
秩
序
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
に
寄
与

し
た
側
面
を
関
係
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
寛
文
印
知
の
も
つ
意

味
を
、
幕
府
に
よ
る
統
治
支
配
が
確
立
し
た
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
い
る）

8
（

。

　

ま
た
、
藤
井
讓
治
氏
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
領
知
宛
行
を
主
に
幕
府
側
の
史
料
を

用
い
て
検
討
し
、
幕
府
に
よ
る
領
知
宛
行
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
一

冊
に
ま
と
め
た）

9
（

。
藤
井
氏
は
、
領
知
宛
行
状
・
領
知
目
録
を
将
軍
―
江
戸
幕
府
が
領

主
支
配
を
明
示
し
た
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
大
御
所
と
な
っ
た
徳
川

秀
忠
に
よ
る
発
給
事
例
の
存
在
と
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
が
寛
永
十
一
年
（
一
六
三

四
）
の
上
洛
時
に
実
施
し
た
発
給
に
注
目
し
、
大
御
所
秀
忠
が
領
知
宛
行
権
を
引
き

続
き
掌
握
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
家
光
の
発
給
を
、
徳
川
将
軍
に
よ
る
全
国
の
五
万

石
以
上
の
大
名
に
対
す
る
宛
行
権
の
掌
握
、
ま
た
そ
の
宛
行
権
は
公
家
・
寺
社
に
対

し
て
も
機
能
す
る
も
の
だ
と
し
た
。
さ
ら
に
、
大
野
氏
同
様
、「
寛
文
印
知
」
を
重

視
し
、
一
斉
発
給
実
施
を
、
将
軍
の
統
一
的
知
行
体
系
の
掌
握
が
確
実
な
も
の
と
な

り
、
将
軍
が
大
名
に
対
す
る
上
位
権
力
と
し
て
の
立
場
を
確
立
す
る
画
期
と
す
る
。

　

大
野
、
藤
井
両
氏
の
研
究
は
、
と
も
に
発
給
す
る
江
戸
幕
府
の
側
の
観
点
に
基
づ

い
た
史
料
を
主
に
検
討
さ
れ
、
領
知
関
係
文
書
の
古
文
書
学
的
な
側
面
、
朱
印
改
の

手
続
き
や
そ
の
意
義
を
実
証
的
に
広
く
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

一
方
、
石
井
良
助
氏
は
領
知
宛
行
状
の
発
給
過
程
に
つ
い
て
、
天
明
度
の
事
例
を

紹
介
し
た）

10
（

。
さ
ら
に
、
藤
實
久
美
子
氏
は
、
江
戸
時
代
中
期
・
後
期
の
宝
暦
・
天
明
・

天
保
の
領
知
宛
行
状
の
発
給
に
つ
い
て
、
そ
の
過
程
を
丹
念
に
追
い
、
ま
た
「
朱
印

改
」
と
呼
ば
れ
る
内
容
確
認
作
業
や
発
給
儀
礼
を
中
心
に
置
く
こ
と
で
、
藤
實
氏
の

い
う
領
知
宛
行
状
と
い
う
史
料
を
取
り
巻
く
物
理
的
・
機
能
的
な
「
場
」
の
再
現
を

試
み
た）

11
（

。
石
井
氏
、
藤
實
氏
と
も
に
大
名
文
書
を
利
用
し
て
の
研
究
で
、
大
名
家
の

目
か
ら
み
た
幕
府
の
地
域
把
握
作
業
の
言
及
と
な
る
。

  

針
谷
武
志
氏
は
、
領
知
宛
行
状
の
研
究
・
叙
述
が
、
寛
文
印
知
の
史
料
や
弘
前
藩

主
津
軽
家
宛
の
領
知
朱
印
状
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
津
軽
家
文
書
）
な
ど
に
典
拠

を
求
め
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
す
る）

12
（

。
そ
れ
は
、
よ
り
厚
礼
で
あ
る
は
ず
の
津
軽
家

の
家
格
を
上
回
る
大
名
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
寛
文
以
後
の
領
知
宛
行
状
や
朱
印
改

の
実
状
が
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
は
な
い
か
。
た

し
か
に
大
名
宛
の
領
知
宛
行
状
で
現
存
す
る
も
の
は
数
が
限
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も

残
さ
れ
て
い
る
事
例
は
津
軽
家
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
津
軽
家
宛
の
領
知

宛
行
状
に
関
す
る
個
別
研
究
す
ら
も
見
出
し
難
い）

13
（

。
ま
た
、
古
文
書
学
的
な
分
析
は

進
ん
だ
も
の
の
、
記
載
内
容
の
分
析
な
ど
、
幕
藩
関
係
や
政
治
的
に
領
知
宛
行
状
が

持
つ
意
味
、
さ
ら
に
大
名
に
伝
達
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
も
、
さ

ら
な
る
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

大
名
の
領
知
支
配
権
の
認
証
と
い
う
幕
藩
関
係
の
基
礎
的
作
業
に
関
わ
る
問
題
だ

け
に
、
大
名
家
に
は
領
知
関
係
文
書
類
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
課
題
と
さ
れ
て
い

る
諸
点
を
分
析
・
検
討
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
を
深
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
名
家
の
領
知
高
や
領
域
記
載
の
変
容
、
そ
れ
が
変
動
し
た
場

合
の
状
況
、
大
名
が
領
知
宛
行
状
を
得
る
ま
で
の
手
続
き
と
い
っ
た
事
柄
の
解
明
を
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通
じ
て
、
幕
藩
関
係
の
構
築
や
展
開
に
つ
い
て
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
各
大
名
家
に
残
さ
れ
た
領
知
関
係
文
書
類
の
検
討
を
通
じ
て
、
比
較
検
討

も
可
能
に
な
り
、
研
究
の
深
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
す
で
に
別
稿
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
領
知
朱
印
改
と
大
名
―
寛
永
朱

印
改
に
お
け
る
南
部
家
の
事
例
を
中
心
に）

14
（

―
」
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
徳
川

政
権
に
よ
る
大
名
へ
の
領
知
宛
行
の
状
況
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
特
に
寛
永
十
一

年
に
実
施
さ
れ
た
朱
印
改
に
つ
い
て
、
諸
大
名
家
の
史
料
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
。

ま
た
、「「
寛
文
印
知
」
と
奥
羽
地
方）

15
（

」
で
は
、
寛
文
印
知
に
お
け
る
会
津
・
秋
田
・

庄
内
・
弘
前
諸
藩
の
実
例
か
ら
、
郡
名
・
郡
域
の
変
更
や
領
知
高
の
確
定
な
ど
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
朱
印
改
が
領
域
の
「
形
」
と
い
う
べ
き
も
の
の
形
成

に
大
き
な
働
き
を
も
ち
、「
形
式
的
」
と
簡
単
に
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
論
文
に
引
き
続
き
、
領
知
判
物
の
原
文
書
が
残
さ
れ
る
と
と

も
に
、
発
給
に
至
る
経
緯
史
料
等
も
存
在
す
る
盛
岡
南
部
家
に
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
、

寛
文
印
知
以
降
に
お
け
る
領
知
宛
行
状
類
や
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
史
料
を
検
討
し
、

そ
の
内
容
の
分
析
や
、
発
給
に
至
る
そ
の
手
順
・
手
続
き
な
ど
の
検
討
を
行
う
。
徳

川
将
軍
や
大
名
に
と
っ
て
、
領
知
宛
行
状
が
、
大
隈
が
述
べ
た
よ
う
に
「
形
式
的
」

な
意
義
し
か
持
ち
得
ず
、「
家
督
相
続
を
承
認
し
、
本
領
安
堵
を
保
障
す
る
」
ば
か

り
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、「
形
式
的
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
幕
末
に
至
る
ま
で
そ

の
よ
う
な
形
式
的
・
儀
礼
的
行
為
が
行
わ
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
事
例
を
検
討
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
点
を
改
め
て
考
察
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
将
軍
か
ら
発
給
さ
れ
た
領
知
朱
印
状
や
領
知
判
物
の
総
称
と

し
て
領
知
宛
行
状
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
こ
れ
に
領
知
目
録
を
も
含
め
た
朱
印
改
に

お
い
て
幕
府
か
ら
大
名
に
対
し
て
発
給
さ
れ
る
文
書
を
一
括
し
て
領
知
宛
行
状
類
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
用
い
る
史
料
の
所
蔵
先
は
、
本
文
・
註

共
に
特
記
し
な
い
限
り
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
で
あ
る
。

一
　
盛
岡
南
部
家
宛
徳
川
将
軍
家
領
知
宛
行
状
類
に
つ
い
て

①
　
盛
岡
南
部
家
宛
徳
川
将
軍
家
領
知
宛
行
状
類
の
概
要

　

ま
ず
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
盛
岡
南
部
家
に
残
さ
れ
た
領

知
宛
行
状
類
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
書
類
に
つ
い
て
、
実
見
を
踏
ま
え
て
、
先
行
研

究
の
成
果
を
補
い
な
が
ら
概
要
を
説
明
す
る
。

　

先
述
の
通
り
、
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
諸
大
名
へ
の
所
領
確
認
が
な
さ
れ
、
新

将
軍
名
の
領
知
宛
行
状
と
領
知
目
録
が
セ
ッ
ト
で
発
給
さ
れ
る
こ
と
が
、
四
代
将
軍

徳
川
家
綱
以
降
定
着
し
た
。
こ
の
よ
う
な
将
軍
の
継
承
の
た
び
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
領
地
の
保
有
を
認
め
る
保
証
行
為
の
こ
と
を
「
継
目
安
堵
」
と
呼
ぶ
。

　

徳
川
家
康
の
生
前
か
ら
、
徳
川
将
軍
や
大
御
所
が
領
知
宛
行
権
の
把
握
に
努
め
た

こ
と
は
拙
稿）

16
（

で
既
に
言
及
し
た
。
な
か
で
も
、
家
綱
に
よ
る
寛
文
印
知
は
、
す
で
に

触
れ
た
大
野
氏
や
藤
井
氏
の
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
領
知
宛
行
状
類
の

書
式
を
確
定
さ
せ
、
そ
れ
ま
で
時
期
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
さ
れ
て
い
た
宛
行
状
の
頒
布

を
、
す
べ
て
の
大
名
を
対
象
に
あ
る
時
期
に
ま
と
め
て
授
与
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
将

軍
と
大
名
の
関
係
を
体
制
的
な
も
の
と
し
、
将
軍
権
力
の
強
化
・
確
立
を
も
た
ら
す

も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
寛
文
印
知
ま
で
に
、
朱
印
改
役
人
が
置
か
れ
、
こ
の
印
知

に
お
い
て
、
懸
役
人
に
よ
る
確
認
作
業
が
「
朱
印
改
」
と
い
う
形
式
と
し
て
整
え
ら

れ
た）

17
（

こ
と
も
、
以
後
行
わ
れ
た
発
給
手
続
き
の
形
が
整
っ
た
と
い
う
点
か
ら
重
要
で
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あ
る
。
貞
享
度
に
発
給
さ
れ
た
領
知
宛
行
状
類
の
書
式
が
寛
文
印
知
を
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
「
御
朱
印
作
法
書
」（
国
立
公
文
書
館
蔵）

18
（

）
に
み
え
る
領
知
宛
行
状

の
書
式
に
つ
い
て
も
、
貞
享
発
給
の
判
物
を
例
文
と
し
て
い
る
こ
と
、
用
い
ら
れ
る

文
言
等
も
差
異
が
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
書
札
礼
等
を
全
く
無
視
し
て
新
た
に
定
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
み
て）

19
（

、
大
野
氏
や
藤
井
氏
が
、
寛
文
印
知
を
徳
川
将

軍
に
よ
る
領
知
宛
行
の
画
期
と
み
な
し
、
幕
藩
関
係
上
の
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
も

宜
な
る
か
な
、
と
い
え
る
。

　

家
綱
以
降
の
将
軍
は
、
夭
折
し
た
た
め
発
給
の
無
か
っ
た
家
継
、
大
政
奉
還
の
た

め
実
施
し
な
か
っ
た
慶
喜
を
除
き
、
継
目
安
堵
を
実
施
し
た
が
、
家
綱
が
将
軍
宣
下

か
ら
十
三
年
後
、
綱
吉
が
四
年
後
の
印
知
で
あ
る
の
に
比
べ
、
吉
宗
か
ら
家
斉
ま
で

は
将
軍
宣
下
の
年
に
、
ま
た
家
慶
以
後
は
二
年
後
に
朱
印
改
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

盛
岡
南
部
家
宛
の
領
知
宛
行
状
類
は
、
表
1
・
2
に
示
す
よ
う
に
、
領
知
宛
行
状

に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
一
年
か
ら
、
結
果
的
に
徳
川
将
軍
に
よ
る
最
後
の
発
給
と

な
っ
た
安
政
七
年
（
万
延
元
年
、
一
八
六
〇
）
ま
で
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
以
前
に
同
家
に
江
戸
幕
府
か
ら
領
知
宛
行
状
は
発
給
さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ

る）
20
（

。
そ
の
十
一
通
す
べ
て
が
発
給
者
で
あ
る
将
軍
が
花
押
を
据
え
た
判
物
で
あ
る
。

領
知
目
録
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
一
斉
発
給
が
確
認
さ
れ
る
寛
文
四
年
か
ら
最
後
の

安
政
七
年
ま
で
、
い
ず
れ
も
原
文
書
で
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
寛
永
十
一
年
の
領

知
判
物
に
は
「
目
録
在
別
紙
」
と
書
か
れ
、
領
知
目
録
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え

る
が
、
盛
岡
南
部
家
の
正
徳
二
年
の
朱
印
改
の
記
録
に
は
、
寛
永
十
一
年
の
領
知
判

物
に
は
目
録
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
朱
印
改
奉
行
の
家
臣
も
そ
の
こ
と
を
承
知

し
て
お
り
、
他
家
に
も
事
例
が
あ
る
の
で
支
障
は
な
い
と
伝
達
さ
れ
て
い
る
の
で
、

判
物
の
発
給
当
初
か
ら
添
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う）

21
（

。

　

盛
岡
南
部
家
の
領
知
宛
行
状
類
は
、
原
本
が
現
存
し
、
そ
の
形
式
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
価
値
を
有
す
る
。
そ
れ
に
加
え
、

判
物
・
目
録
の
写
や
、
発
給
に
関
す
る
書
留
・
書
付
、
保
管
に
関
わ
る
目
録
等
も
残

存
す
る
た
め
、
書
式
・
内
容
の
検
討
の
み
な
ら
ず
、
発
給
過
程
や
保
存
状
況
に
至
る

様
子
が
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
も
、
こ
の
文
書
類
の
貴
重
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

②
　
領
知
宛
行
状
の
具
体
例
　
―
寛
文
四
年
発
給
の
領
知
判
物
を
例
に
―

　

盛
岡
南
部
家
宛
に
発
給
さ
れ
た
領
知
判
物
に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
特
徴
を
、
寛
文

印
知
で
発
給
さ
れ
た
領
知
判
物
を
具
体
例
と
し
て
検
討
し
よ
う
。

　

図
1
は
南
部
家
に
発
給
さ
れ
た
徳
川
家
綱
の
領
知
判
物
で
あ
る
。
そ
の
釈
文
を
左

記
に
示
す
。

陸
奥
国
北
郡
・
三
戸
・
二
戸
・
九
戸
・
鹿
角
・

閉
伊
・
岩
手
・
志
和
・
稗
貫
・
和
賀
所
々
、

都
合
拾
万
石
目
録
在

別

紙
事
、
任
寛
永
十
一
年

八
月
四
日
先
判
之
旨
、
充
行
之
訖
、
全

可
令
領
知
者
也
、
仍
如
件
、

　

寛
文
四
年
四
月
五
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
山
城
守
と
の
へ

　

寛
文
四
年
発
給
の
判
物
・
朱
印
状
の
書
式
を
示
し
た
「
御
朱
印
帳
」
一
（
国
立
公

文
書
館
蔵
）
所
収
の
「
御
朱
印
之
符
案
」
や
、
先
に
触
れ
た
大
野
瑞
男
氏
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
領
知
宛
行
状
の
書
式
は
、
ま
ず
領
知
の
国
郡
石
高
を
記
し
た
の
ち
、「
目

録
在
別
紙
」
と
割
書
が
さ
れ
る
。
ま
た
、「
領
知
別
免
」
す
な
わ
ち
、
大
名
に
宛
行

わ
れ
た
領
知
の
う
ち
で
、
異
な
る
年
貢
納
入
先
が
あ
っ
た
場
合
（
例
え
ば
、
分
知
が
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行
わ
れ
、
そ
の
分
家
に
年
貢
収
納
が
な
さ
れ
る
場
合
）
に
は
、
そ
の
石
高
と
別
免
を

得
る
対
象
者
の
名
が
入
れ
ら
れ
る
。
南
部
家
の
場
合
、
麴
町
南
部
家
と
三
田
南
部
家

の
二
つ
の
分
家
旗
本
が
元
禄
年
間
に
成
立
し
て
い
る
が
、
当
初
は
新
田
高
の
な
か
か

ら
内
分
で
知
行
を
与
え
ら
れ
、
後
に
は
本
家
の
収
納
か
ら
蔵
米
を
分
け
与
え
ら
れ
る

形
を
と
っ
て
お
り）

22
（

、
両
家
の
存
在
が
本
家
の
領
知
判
物
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

文
書
に
は
宛
所
の
身
分
や
家
格
に
応
じ
た
「
書
札
礼
」
と
呼
ば
れ
る
礼
式
が
存
在

す
る
が
、
領
知
宛
行
状
に
も
そ
れ
が
存
在
し
て
お
り
、
文
言
や
、
宛
名
の
殿
の
文
字
、

記
載
内
容
に
峻
厳
な
区
別
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
末
尾
の
書
留
文
言
を
み
る
と
、
一
〇
万
石
未
満
の
大
名
に
対
し
て
は
、

四
品
（
従
四
位
下
）
の
位
を
有
す
る
者
に
は
書
留
文
言
で
「
可
令
領
知
」
と
「
令
」

を
入
れ
る
の
に
対
し
て
、
諸
大
夫
（
従
五
位
下
の
位
階
を
有
す
る
者
）・
無
官
の
者

へ
は
「
可
領
知
」
と
「
令
」
の
字
が
省
か
れ
る
。
厳
密
に
は
、
官
位
が
三
位
・
四
位

中
将
が
「
全
可
被
領
知
之
状
如
件
」、
同
じ
く
四
位
少
将
が
「
全
可
令
領
知
之
状
如

件
」、
四
位
侍
従
が
「
全
可
領
知
之
状
如
件
」、
領
知
高
一
〇
万
石
以
上
と
一
〇
万
石

以
下
の
四
位
の
も
の
に
は
「
全
可
令
領
知
者
也
、
仍
如
件
」、
一
〇
万
石
以
下
で
五

位
の
も
の
に
は
「
全
可
領
知
者
也
、
仍
如
件
」
と
な
る
。

　

末
尾
に
は
年
月
日
、
将
軍
の
花
押
な
い
し
朱
印
が
捺
さ
れ
、
紙
の
奥
の
地
部
に
宛

名
が
あ
る
。
領
知
高
に
よ
り
一
〇
万
石
以
上
の
大
名
は
官
位
が
な
く
て
も
「
御
書

判
」
つ
ま
り
将
軍
の
花
押
を
据
え
た
判
物
が
授
け
ら
れ）

23
（

、
一
〇
万
石
以
下
は
す
べ
て

朱
印
状
が
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
南
部
家
宛
領
知
判
物
の
宛
所
記
載

の
位
置
に
つ
い
て
表
1
に
示
し
た
が
、
そ
の
書
か
れ
る
位
置
の
高
さ
も
位
が
低
く
な

る
に
つ
れ
て
低
く
な
る
。
宛
名
の
下
に
書
か
れ
る
敬
語
の
「
殿
」
文
字
は
、
四
位
少

将
以
上
が
漢
字
の
「
殿
」、
四
位
侍
従
以
下
が
「
と
の
へ
」
と
仮
名
書
き
と
な
る
。

さ
ら
に
「
殿
」
の
字
に
つ
い
て
も
、
く
ず
し
方
に
差
違
が
あ
り
、
官
位
が
高
く
な
る

に
従
い
行
書
に
近
く
な
る
。
領
知
宛
行
状
は
、
与
え
ら
れ
る
大
名
の
官
位
・
石
高
の

別
に
よ
っ
て
、
厳
密
な
種
別
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
「
陸
奥
国
北
郡
・
三
戸
・
二
戸
・
九
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
志
和
・

稗
貫
・
和
賀
所
々
」
と
は
、
現
在
の
青
森
県
の
南
部
地
方
、
岩
手
県
北
部
、
秋
田
県

鹿
角
地
方
に
ま
た
が
る
地
域
で
、
南
部
家
の
領
域
の
範
囲
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に

含
ま
れ
る
郡
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
郡
の
江
戸
幕
府
に
公
式
に
認
め
ら
れ

た
「
領
知
高
」（「
表
高
」）
が
「
拾
万
石
」
で
、
そ
の
内
容
の
詳
細
は
別
紙
と
し
て

付
さ
れ
る
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
寛
永
十
一
年
八
月
四
日

に
与
え
た
先
行
文
書
の
記
載
内
容
の
ま
ま
に
領
地
を
与
え
、
領
有
し
支
配
さ
せ
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。「
領
知
」
と
は
、
所
領
を
領
有
し
て
支
配
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
治
め
る
土
地
の
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
「
領
地
」
と
は
意
味
が
異
な
る
。

　

宛
名
の
「
南
部
山
城
守
」
は
盛
岡
藩
主
の
南
部
山
城
守
重
直
の
こ
と
で
、
そ
の
下

に
「
と
の
へ
」
と
書
か
れ
て
あ
る
の
は
、
漢
字
で
「
殿
」
と
書
か
れ
る
よ
り
礼
が
薄

い
こ
と
を
示
す
。
重
直
は
大
名
だ
が
差
出
の
将
軍
の
徳
川
家
綱
に
比
べ
地
位
が
低
い

家
臣
の
立
場
で
、
か
つ
位
階
も
従
五
位
下
で
あ
る
か
ら
、
文
書
の
「
奥
」
の
部
分
（
左

側
）、
紙
の
「
地
」（
下
）
の
部
分
に
近
い
と
こ
ろ
に
宛
所
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
文
書
は
、
将
軍
が
家
臣
で
あ
る
大
名
に
対
し
領
地
を

与
え
、
そ
の
支
配
を
認
め
る
と
い
う
内
容
を
盛
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
名
と

い
う
地
位
と
、
存
立
基
盤
と
な
る
領
地
の
二
つ
を
保
証
し
た
、
真
に
重
大
な
内
容
を

も
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
領
知
宛
行
状
の
料
紙
は
、
荘
重
さ
を
示
す
た
め
に
、
横
に
皺
の
入
っ
た
白
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く
厚
手
の
高
級
紙
で
あ
る
大
高
檀
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
料
紙
は
折
り
方
が
決

ま
っ
て
お
り
、
真
ん
中
か
ら
縦
に
谷
折
り
、
つ
い
で
二
度
折
っ
て
八
つ
折
り
に
す

る
。
一
方
、
包
紙
（
上
巻
）
は
、
大
高
檀
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
さ
ら
に
三
つ
折
り

に
し
て
、
上
下
を
折
り
返
し
（
折
懸
封
）、
表
面
の
下
部
に
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る）

24
（

。

③
　
領
知
高
記
載
の
変
化
　
―
「
高
直
し
」
の
影
響
―

　

大
名
の
支
配
す
る
領
地
の
規
模
・
生
産
力
を
示
す
数
値
で
あ
る
領
知
高（
朱
印
高
）

に
よ
っ
て
、
近
世
の
統
一
政
権
（
豊
臣
政
権
・
江
戸
幕
府
）
は
、
大
名
に
奉
公
の
負

担
を
課
し
た
。
近
世
の
階
層
的
身
分
制
度
に
は
序
列
が
あ
り
、
家
格
が
存
在
し
て
い

た
。
武
士
の
社
会
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
主
君
か
ら
領
地
を
与
え
ら

れ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
よ
る
奉
公
が
可
能
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
序
列
が
定
ま
り
、
そ

れ
に
応
じ
て
家
格
も
定
ま
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
と
大
名
の
序
列
は
領
知
高
を
一
つ

の
基
準
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た）

25
（

。

　

盛
岡
藩
主
南
部
家
は
、
存
続
の
危
機
や
幕
府
に
よ
る
二
度
の
高
直
し
を
経
る
な
か

で
、
そ
の
領
知
高
に
変
動
が
み
ら
れ
る
。
寛
文
四
年
に
領
知
宛
行
状
の
発
給
を
う
け

た
数
か
月
後
、
盛
岡
藩
主
南
部
重
直
は
継
嗣
が
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
没
し
、
同
年
一
二
月

六
日
、
遺
領
一
〇
万
石
の
う
ち
八
万
石
が
弟
重
信
、
二
万
石
が
弟
直
房
に）

26
（

、
そ
れ
ぞ

れ
「
山
城
守
跡
目
と
不
存
、
し
ん
儀
ニ
御
と
り
た
て
被
召
仕
候
と
存）

27
（

」
と
い
う
名
目

で
与
え
ら
れ
た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
七
日
、
盛
岡
藩
主
南
部
重
信
に
対

し
て
、「
常
々
実
体
ニ
御
奉
公
相
勤
申
候
、
領
内
場
も
広
候
由
被
聞
召
候
」
と
い
う

理
由
で
「
拾
万
石
之
御
軍
役
相
務
可
申
」
と
申
し
渡
さ
れ
、
領
知
高
が
再
び
一
〇
万

石
と
な
っ
た）

28
（

。
先
に
み
た
と
お
り
、
領
知
判
物
と
朱
印
状
の
差
違
は
、
一
〇
万
石
と

い
う
石
高
に
よ
っ
て
分
か
た
れ
て
い
る
。
南
部
家
に
宛
て
た
領
知
宛
行
状
は
、
い
ず

れ
も
将
軍
の
花
押
を
据
え
た
判
物
で
、
一
〇
万
石
以
上
の
大
名
の
格
式
に
則
っ
て
い

る
。
重
信
が
新
儀
取
り
立
て
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
り
、
領
知
高
に
変
動
が
あ
っ
た

り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
万
石
の
時
代
に
継
目
安
堵
が
な
か
っ
た
た
め
、
領
知

判
物
に
記
載
さ
れ
た
領
知
高
か
ら
は
、
重
信
の
新
規
取
り
立
て
や
重
直
遺
領
の
分
割

が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
て
し
ま
う
。

　

つ
ぎ
に
、
二
通
の
領
知
宛
行
状
を
見
比
べ
た
い
。
ま
ず
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

三
月
五
日
、
江
戸
幕
府
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
が
、
盛
岡
藩
主
南
部
慶
次
郎
信の

ぶ
の
り敬

（
の
ち
利と

し
た
か敬

）
に
与
え
た
領
知
判
物
で
あ
る
。

陸
奥
国
北
郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
七
郡
、
并
三
戸
郡

之
内
弐
拾
六
箇
村
、
九
戸
郡
之
内
三
箇
村
、
紫
波
郡
之
内
四
拾
八
箇
村
、
高
拾

万
石
目
録
在

別

紙
事
、
充
行
之
訖
、
依
代
々
之
例
領
知
之
状
如
件
、

　

天
明
八
年
三
月
五
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
慶
次
郎
と
の
へ

　

も
う
一
通
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三
月
五
日
、
同
じ
く
十
二
代
将
軍
徳
川

家
慶
が
、
時
の
盛
岡
藩
主
で
あ
る
「
盛
岡
侍
従
」
こ
と
南
部
利
済
に
与
え
た
領
知
判

物
で
あ
る
（
図
2
参
照
）。

陸
奥
国
北
郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
七
郡
、
并
三
戸
郡

之
内
弐
拾
六
箇
村
、
九
戸
郡
之
内
三
箇
村
、
紫
波
郡
之
内
四
拾
八
箇
村
、
高
弐

拾
万
石
目
録
在

別

紙
事
、
充
行
之
訖
、
可
領
知
之
状
如
件
、

　

天
保
十
年
三
月
五
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
侍
従
と
の
へ

　

二
通
の
文
書
は
一
見
同
内
容
に
み
え
る
が
、
日
付
や
、
差
出
人
で
あ
る
将
軍
の
花

押
と
受
取
人
で
あ
る
盛
岡
藩
主
の
呼
称
が
異
な
る
ほ
か
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
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れ
は
、
判
物
に
記
載
さ
れ
る
領
知
高
の
記
載
で
あ
る
。
天
明
八
年
の
家
斉
発
給
の
判

物
で
は
一
〇
万
石
と
な
っ
て
い
る
が
、
家
慶
か
ら
家
茂
ま
で
の
判
物
は
二
〇
万
石
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
斉
の
判
物
は
「
依
代
々
之
例
」
と
、
そ
れ
ま
で
の
将
軍
の

先
例
に
倣
っ
て
領
地
支
配
を
認
め
る
と
し
て
い
た
も
の
が
、
つ
ぎ
の
家
慶
の
判
物
で

は
単
に
「
可
領
知
之
状
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
面
か
ら
す
れ
ば
代
々
の
例
に
則
っ

て
い
な
い
形
で
、
南
部
家
の
領
地
支
配
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
通
の
領
知
判
物
の
記
載
の
差
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は

二
通
の
判
物
が
発
給
さ
れ
る
間
に
、
盛
岡
藩
に
と
っ
て
は
重
大
な
変
化
が
起
こ
っ
て

い
た
。
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
十
二
月
十
八
日
、
急
参
勤
を
命
じ
ら
れ
、
前
々
日

に
領
国
の
盛
岡
か
ら
江
戸
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
盛
岡
藩
主
南
部
利
敬
は
、
前
日
付

の
老
中
奉
書
で
呼
び
出
し
を
受
け
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
本
丸
御
殿
の
御
白
書
院
椽
頰

で
、
老
中
列
座
の
中
、
老
中
青
山
下
野
守
忠
裕
か
ら
、
東
西
蝦
夷
地
一
円
の
警
固
を

「
永
々
」
命
じ
る
と
と
も
に
、
南
部
家
の
領
知
高
を
そ
れ
ま
で
の
一
〇
万
石
か
ら
二

〇
万
石
と
し
、
利
敬
の
官
を
侍
従
に
進
め
た
の
で
あ
る）

29
（

。
幕
府
に
よ
っ
て
領
知
高
の

増
加
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
「
高
直
し
」
と
い
う）

30
（

。
盛
岡
藩
の
領
知
高
、
す
な
わ
ち
表

高
が
、
一
〇
万
石
か
ら
二
〇
万
石
に
増
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。

通
常
あ
り
得
な
い
こ
と
、
幕
府
が
あ
え
て
原
則
を
破
り
、
大
名
と
し
て
の
南
部
家
の

序
列
が
上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
武
家
社
会
に
与
え
る
影
響
も
小
さ
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
直
し
の
痕
跡
は
、
領
知
高
記
載
の
ほ
か
、
宛
所
が
「
盛
岡
侍
従
と
の
へ
」
と
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や）

31
（

、
領
知
判
物
の
宛
行
文
言
に
み
ら
れ
る
。
南
部
家
宛

の
判
物
の
宛
行
文
言
は
、
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
「
全
可
令
領
知
之
状
如
件
」（
徳

川
家
光
）、「
全
可
令
領
知
者
也
」（
家
綱
・
綱
吉
）、「
宜
有
領
知
者
也
」（
家
宣
）
と

変
化
し
、
吉
宗
か
ら
家
斉
に
か
け
て
は
「
依
代
々
之
例
領
知
之
状
如
件
」
と
定
着
す

る
。
し
か
し
家
慶
の
も
の
で
「
可
領
知
之
状
如
件
」
と
変
化
を
み
せ
た
後
、「
依
天

保
之
例
領
知
之
状
如
件
」（
家
定
）
と
な
り
、
家
茂
の
判
物
に
い
た
っ
て
吉
宗
の
も

の
と
同
様
の
「
依
代
々
之
例
領
知
之
状
如
件
」
と
な
る）

32
（

。
家
慶
の
判
物
の
宛
行
文
言

が
異
な
る
の
は
、
旧
来
の
例
と
異
な
る
記
載
内
容
で
あ
る
判
物
を
発
給
す
る
こ
と
と

な
り
宛
行
文
言
に
変
化
が
現
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る）

33
（

。

　

こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
幕
府
が
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月
朔
日
に

出
し
た
達）

34
（

で
あ
る
。
こ
の
達
で
は
、
今
後
一
万
石
以
上
の
面
々
が
加
増
ま
た
は
所
替

を
さ
れ
る
場
合
に
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
、
領
知
判
物
を
下
さ
れ
る
大
名
（
一

〇
万
石
以
上
な
い
し
侍
従
以
上
）
に
対
し
て
も
加
増
ま
た
は
所
替
の
場
合
に
は
朱
印

状
を
発
給
す
る
こ
と
、
そ
の
適
用
は
こ
の
年
正
月
に
遡
及
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
達
に
つ
い
て
は
、
大
野
瑞
男
氏
や
針
谷
武
志
氏
、
種
村
威
史
氏
ら
が
言
及
し
て

い
る）

35
（

。
検
討
に
よ
れ
ば
、
阿
部
家
（
忠
秋
流
）
に
発
給
さ
れ
た
領
知
宛
行
状
・
領
知

目
録
の
う
ち
、
加
増
・
村
替
等
に
よ
っ
て
発
給
が
行
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
大
野
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
領
知
目
録
の
差
出
者
は
、
奉
行
で
は
な
く

在
職
中
の
老
中
連
署
に
よ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

本
来
な
ら
ば
元
禄
七
年
以
降
の
領
地
の
移
動
、
石
高
の
加
増
に
よ
る
変
動
の
際
に

朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
事
例
も
先
行
研
究
に
お
い
て
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
南
部
家
の
場
合
、
寛
文
四
年
の
遺
領
分
割
・
天
和
三
年
の

高
直
し
の
場
合
に
は
、
元
禄
七
年
以
前
で
も
あ
る
た
め
、
領
知
宛
行
状
・
領
知
目
録

等
の
発
給
は
み
ら
れ
な
い
。
問
題
は
文
化
五
年
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
折
南
部
家
で

は
、
幕
府
に
領
知
宛
行
状
の
発
給
を
願
い
出
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
老
中
に
伺

い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
つ
い
で
の
折
に
発
給
す
る
の
で
別
段
願
い
出
る
に
は
及
ば
な
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い
と
の
回
答
を
得
た
が
、
結
局
天
保
十
年
の
徳
川
家
慶
に
よ
る
発
給
時
に
至
る
ま
で

二
〇
万
石
と
記
載
さ
れ
た
判
物
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

36
（

。

　

盛
岡
南
部
家
と
同
様
に
蝦
夷
地
警
備
の
見
返
り
に
高
直
し
が
な
さ
れ
た
弘
前
藩
主

津
軽
家
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
津
軽
家
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
上
野
国
に

有
し
て
い
た
所
領
一
五
〇
〇
石
と
又
分
家
の
断
絶
・
領
地
収
公
に
よ
っ
て
津
軽
郡
内

に
出
来
た
天
領
（
表
高
一
一
二
八
石
三
斗
五
升
）
と
の
交
換
が
な
さ
れ
、
そ
の
差
額

分
は
同
国
伊
達
郡
内
に
与
え
ら
れ
て
い
る）

37
（

。
ま
た
、
蝦
夷
地
警
衛
と
絡
ん
で
の
高
直

し
が
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
五
月
に
七
万
石
、
同
五

年
十
二
月
に
は
一
○
万
石
の
領
知
高
と
な
っ
て
お
り
、
南
部
家
と
同
様
領
知
高
に
変

動
が
み
ら
れ
る）

38
（

。
元
禄
十
一
年
の
段
階
で
領
域
に
変
動
が
あ
る
た
め
、
南
部
家
よ
り

も
領
知
朱
印
状
発
給
の
条
件
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存

す
る
津
軽
家
宛
の
領
知
宛
行
状
・
領
知
目
録
に
は
、
元
禄
七
年
の
達
が
適
用
さ
れ
れ

ば
こ
れ
ら
の
所
替
で
発
給
さ
れ
て
然
る
べ
き
朱
印
状
・
判
物
・
領
知
目
録
が
、
南
部

家
同
様
存
在
し
な
い
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
七
月
、
将
軍
家
慶
の
代
替
朱
印
改

に
際
し
て
、
弘
前
藩
で
は
朱
印
改
懸
寺
社
奉
行
牧
野
忠
雅
に
対
し
、
文
化
二
年
、
同

五
年
の
高
直
し
の
際
に
は
朱
印
状
や
領
知
目
録
が
書
き
換
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
朱
印
改
を
機
に
一
〇
万
石
の
格
式
に
適
合
す
る
領
知
判
物
の
発
給
を
願
い
出
る

書
面
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
側
は
翌
月
付
札
で
「
御
書
面
之
通
御
判
物

御
書
替
可
被
下
候
事
」
と
、
判
物
を
発
給
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る）

39
（

。
つ
ま
り
、
南

部
家
・
津
軽
家
の
対
応
を
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
文
化
の
高
直
し
に
当
た
っ
て
領
知
宛

行
状
類
が
発
給
さ
れ
る
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
南
部
家
・
津
軽
家
の
事
例
だ
け
を
み
れ
ば
、
元
禄
七
年
の
達
に

よ
っ
て
領
知
朱
印
状
の
発
給
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
達
は
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
か
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

　

藤
井
讓
治
氏
は
、
こ
の
元
禄
七
年
の
達
に
よ
っ
て
領
知
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
た
の

は
十
代
将
軍
徳
川
家
治
の
代
ま
で
と
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
が
な
ぜ
家
治
の
代
ま
で

な
の
か
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
実
際
に
発
給
も
、
ま
た
大
名
た
ち
か
ら
も
発
給
を

願
い
出
る
願
い
出
も
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い）

40
（

。
実

際
に
、
南
部
家
・
津
軽
家
で
は
、
高
直
し
に
は
領
知
宛
行
状
類
の
発
給
も
あ
り
得
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
し
、
南
部
家
の
よ
う
に
発
給
を
伺
い
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

つ
い
で
の
際
に
発
給
す
る
と
い
う
返
事
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、
針
谷
武
志
氏
は
、
白
河
藩
主
阿
部
家
の
事
例
を
検
討
す
る
中
で
、
近

世
前
半
期
に
は
転
封
に
い
た
ら
ぬ
村
替
で
あ
っ
て
も
領
知
朱
印
状
と
領
知
目
録
が
発

給
さ
れ
て
い
る
が
、
後
期
の
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
武
蔵
忍
か
ら
白
河
へ
の
転
封

の
際
に
は
発
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
年
九
月
付
で
幕
府
勘
定
組
頭
が
実
務
を
行
い
、

村
と
村
高
を
決
定
し
て
作
成
し
、
陸
奥
浅
川
代
官
に
送
付
し
、
村
々
の
引
き
渡
し
の

際
に
阿
部
家
に
交
付
し
た
「
御
領
知
郷
村
高
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近

世
後
期
に
は
下
位
者
に
よ
る
発
給
の
み
で
も
充
分
に
領
知
権
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と

み
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る）

41
（

。

　

文
化
度
の
南
部
・
津
軽
両
家
が
領
知
宛
行
に
関
す
る
文
書
を
発
給
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
、
こ
の
高
直
し
に
よ
っ
て
支
配
す
る
領
域
が
拡
大
、
縮
小
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

支
配
領
域
は
従
来
の
ま
ま
で
所
領
高
の
み
が
増
す
に
止
ま
っ
た
た
め
だ
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
津
軽
家
の
届
書
に
お
い
て
、
二
度
の
高
増
に
つ
い

て
述
べ
た
後
、「
持
領
之
内
ニ
而
被
召
直
、
其
節
外
ニ
御
足
高
拝
領
地
無
御
座
候
」
と
、

支
配
領
域
が
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
阿
部
家

の
事
例
に
お
い
て
領
域
の
異
同
、
村
替
な
ど
で
領
知
宛
行
に
関
す
る
文
書
が
発
給
さ
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れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か）

42
（

。

　

藤
井
・
針
谷
両
氏
の
見
解
や
南
部
・
津
軽
家
の
実
例
を
踏
ま
え
る
と
、
近
世
後
期

に
は
元
禄
七
年
の
達
で
定
め
ら
れ
た
領
知
朱
印
状
と
老
中
連
署
に
よ
る
領
知
目
録
の

発
給
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
領
知
記
載
内
容
の
変
化

　

寛
永
次
発
給
の
領
知
判
物
で
、
南
部
家
の
領
域
が
「
北
郡
・
三
戸
・
二
戸
・
九
戸
・

鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
志
和
・
稗
貫
・
和
賀
拾
郡
」
と
郡
名
に
よ
り
は
じ
め
て
具
体

的
に
示
さ
れ
た
。
郡
名
と
そ
の
範
囲
が
こ
の
判
物
発
給
の
過
程
で
定
ま
っ
た
こ
と
に

な
る
が）

43
（

、
そ
れ
以
降
の
も
の
で
は
表
1
に
記
載
し
た
よ
う
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　

領
知
判
物
の
書
式
で
は
、
郡
・
村
は
一
円
知
行
の
際
、
そ
の
次
第
を
高
次
第
（
高

の
多
い
順
に
記
載
）
と
し
、
居
城
郡
は
高
が
少
な
く
と
も
最
初
に
記
す
と
い
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が）

44
（

、
表
1
に
示
す
領
知
記
載
は
、
上
か
ら
領
知
目
録
の
記
載
順
に
列

記
を
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
盛
岡
南
部
家
宛
の
領
知
判
物
で
は
、

正
徳
次
ま
で
に
発
給
さ
れ
た
領
知
判
物
に
お
い
て
、
郡
次
第
が
高
の
多
い
順
で
は
な

く
北
か
ら
の
配
列
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
享
保
次
以
後
の
判
物
で
は
、
一
円
知
行
の

郡
が
ほ
ぼ
北
か
ら
順
に
記
さ
れ
た
後
、
一
円
知
行
で
は
な
い
郡
が
こ
れ
も
北
か
ら
順

に
、
郡
毎
に
知
行
す
る
村
数
を
明
記
し
て
記
す
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
居
城
地
盛

岡
の
あ
る
岩
手
郡
は
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
通
常
の
書
式
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
領
知
宛
行
状
の
書
式
の
原
則）

45
（

か
ら
、
北

郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
の
七
郡
は
、
郡
域
全
体
が
南
部
家

に
対
し
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
一
方
、
そ
れ
に
続
く
、
例
え
ば
「
三
戸
郡
之
内
」

と
い
う
よ
う
に
、「
之
内
」
と
い
う
言
葉
が
入
る
と
、
こ
れ
は
郡
の
一
部
を
与
え
る

こ
と
を
示
す
。
三
戸
郡
に
は
、
盛
岡
藩
の
他
、
寛
文
四
年
の
幕
府
裁
定
に
伴
い
、
そ

の
翌
年
か
ら
八
戸
藩
領
が
設
定
さ
れ
て
い
た）

46
（

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
八
戸
領
を
除
く

三
戸
郡
の
一
部
、
二
六
か
村
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
九
戸

郡
、
志
和
（
の
ち
紫
波
）
郡
に
も
そ
れ
ぞ
れ
八
戸
領
が
あ
る
た
め
、
全
体
で
は
な
く

そ
の
一
部
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
領
知
判
物
と
同
時
に
発
給
さ
れ
る
領
知
目
録
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、

盛
岡
南
部
家
宛
の
目
録
記
載
内
容
で
は
、
郡
毎
に
村
数
・
郡
名
・
郡
の
石
高
が
列
記

さ
れ
る
と
い
う
書
式
で
あ
る
。
郡
一
円
知
行
が
存
在
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

通
常
の
書
式
で
あ
る
「
○
○
郡
一
円
」
と
い
っ
た
記
載）

47
（

は
な
さ
れ
ず
、
ま
た
、
城
下

の
あ
る
郡
を
冒
頭
に
記
す
の
が
通
例
だ
が
、
正
徳
度
以
前
の
も
の
で
は
ほ
ぼ
盛
岡
藩

領
の
北
か
ら
順
に
郡
毎
の
記
載
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
享
保
度
以
後
の
も
の
は
一

円
知
行
の
郡
を
北
か
ら
順
に
書
き
、
そ
の
後
に
部
分
的
に
領
し
て
い
る
郡
を
北
か
ら

順
に
記
載
す
る
よ
う
に
な
る
。
幕
府
が
発
給
す
る
領
知
目
録
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
原

則
と
異
な
る
記
載
が
行
わ
れ
た
の
か
、
一
円
知
行
記
載
に
こ
だ
わ
る
大
名
も
い
る
中

で）
48
（

、
南
部
家
が
記
載
方
の
訂
正
を
求
め
な
か
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
記

載
さ
れ
る
村
名
や
郡
名
も
、
の
ち
に
天
保
度
の
実
例
を
紹
介
す
る
よ
う
に
、
仔
細
に

内
容
を
検
討
す
れ
ば
多
少
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
郡
毎
の
高
記
載
も
領
知
判
物
の
記

載
同
様
、
高
直
し
を
反
映
し
て
い
る
。
一
〇
万
石
高
直
し
後
初
め
て
の
貞
享
元
年
発

給
の
目
録
と
、
文
化
五
年
の
二
〇
万
石
高
直
し
以
降
初
め
て
発
給
さ
れ
た
天
保
度
の

目
録
と
で
は
、
表
2
に
示
す
通
り
、
実
は
村
数
の
増
加
は
な
く
、
郡
毎
の
高
の
み
が
、

領
知
高
が
倍
増
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
郡
が
一
律
に

高
を
倍
増
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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⒜
・
⒞
と
⒝
（
図
3
参
照
）
に
は
書
式
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
⒝
で
は
、
南
部
家
の
領
地
を
そ
れ
ま
で
の
記
載
と
は
異
な
り
「
陸
奥
国
森

（
マ
マ
）岡

領
」
と
表
現
し
、
そ
の
領
域
に
属
す
る
郡
名
を
列
記
し
、
ま
た
一
郡
に
満
た
な
い
郡

の
村
数
を
ま
と
め
た
形
で
あ
る
。
藤
野
保
氏
は
、
領
知
判
物
に
つ
い
て
、
文
書
の
様

式
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
と
く
に
寛
文
次
の
領
知
宛
行
状
の
交
付
以
降
、
そ
の
様

式
は
画
一
化
、
定
型
化
し
た
と
す
る
が）

49
（

、
正
徳
度
の
判
物
に
は
領
知
記
載
や
宛
行
文

言
な
ど
に
前
後
の
時
期
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
が
存
在
す
る
。

　

⒜
の
判
物
が
発
給
さ
れ
た
貞
享
の
朱
印
改
に
お
い
て
は
、「
御
判
物
・
御
朱
印
御

文
言
并
領
知
目
録
等
、
充
所
高
下
、
殿
文
字
、
先
御
代
、
寛
文
四
年
之
控
并
図
を
以

此
度
無
相
違
調
之
」
と
史
料）

50
（

に
み
え
る
よ
う
に
、
文
面
は
寛
文
印
知
の
踏
襲
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
⒝
の
判
物
は
従
来
と
異
な
る
文
面
で
あ
り
、
⒞
の
判

物
に
み
る
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
。
正
徳
発
給
の
領
知
宛
行
状
の
文
面
が
異
例

で
あ
る
こ
と
は
、
南
部
家
の
特
殊
事
例
で
は
な
い
。
全
国
的
に
み
て
も
正
徳
次
発
給

の
朱
印
状
・
判
物
の
文
面
は
以
前
・
以
後
の
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る）

51
（

。 

　

正
徳
次
の
判
物
が
特
異
な
姿
を
み
せ
る
の
は
、
作
成
に
家
宣
・
家
継
の
二
代
に
わ

た
り
幕
政
に
参
画
し
た
新
井
白
石
が
関
与
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
彼
の
正
徳
二
年
の

日
記
に
よ
る
と
、
同
年
二
月
二
十
三
日
条
に
「
御
代
替
ニ
諸
大
名
衆
へ
被
下
候
御
朱

印
案
指
上
ル
」
と
あ
る
の
を
初
め
と
し
て
、
翌
日
条
に
「
御
朱
印
案
指
上
ル
」、
翌
々

日
条
に
「
御
朱
印
案
指
上
ル
、
今
日
ニ
而
大
名
衆
之
分
相
済
」
と
あ
り
、
大
名
に
対

し
て
発
給
さ
れ
る
判
物
・
朱
印
状
の
案
文
を
白
石
が
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
四
月
朔
日
に
は
間
部
詮
房
か
ら
判
物
・
朱
印
状
の
写
し
が
白
石
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
五
月
六
日
条
に
は
「
今
日
、
堂
上
御
判
物
御
朱
印
之
案
差
上
ケ
畢
」
と

あ
り
、
公
家
衆
へ
の
知
行
判
物
・
朱
印
状
の
案
文
も
白
石
が
作
成
し
て
提
出
し
て
い

⑤
　
異
例
な
正
徳
次
領
知
宛
行
状

　

さ
て
、
盛
岡
南
部
家
に
発
給
さ
れ
た
領
知
宛
行
状
の
う
ち
、
正
徳
二
年
に
南
部
利

幹
に
宛
て
て
徳
川
家
宣
が
発
給
し
た
領
知
宛
行
状
の
記
載
内
容
や
書
式
は
、
そ
の
前

後
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
。
ま
ず
、
正
徳
次
発
給
の
判
物
と
そ
の
前
後
に
発
給
さ

れ
た
判
物
を
挙
げ
、
検
討
し
よ
う
。

⒜　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
九
月
二
十
一
日
付
南
部
重
信
宛
徳
川
綱
吉
領
知
判
物

　

陸
奥
国
北
郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
、
并
三
戸
之
内
弐

拾
六
箇
村
、
九
戸
之
内
三
箇
村
、
志
和
之
内
四
拾
八
箇
村
所
々
、
高
拾
万
石
目
録
在

別

紙

　

事
宛
行
之
訖
、
全
可
令
領
知
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
　

貞
享
元
年
九
月
廿
一
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
南
部
大
膳
大
夫
と
の
へ

⒝　

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
四
月
十
一
日
付
南
部
利
幹
宛
徳
川
家
宣
領
知
判
物

陸
奥
国
森
岡
領
北
郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
七
郡
、
并

三
戸
・
九
戸
・
志
和
等
之
地
七
拾
七
箇
村
、
都
合
拾
万
石
事
目
録
具

載
別
紙
、
依
寛
永
以

来
之
旧
規
宛
行
之
訖
、
宜
有
領
知
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
　

正
徳
二
年
四
月
十
一
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
信
濃
守
と
の
へ

⒞　

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
八
月
十
一
日
付
南
部
利
幹
宛
徳
川
吉
宗
領
知
判
物

陸
奥
国
北
郡
・
二
戸
・
鹿
角
・
閉
伊
・
岩
手
・
稗
貫
・
和
賀
七
郡
、
并
三
戸
郡

之
内
弐
拾
六
箇
村
、
九
戸
郡
之
内
三
箇
村
、
紫
波
郡
之
内
四
拾
八
箇
村
、
高
拾

万
石
目
録
在

別

紙
事
宛
行
之
訖
、
依
代
々
之
例
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

享
保
二
年
八
月
十
一
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
大
膳
亮
と
の
へ
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る
こ
と
が
わ
か
る）

52
（

。
ま
た
白
石
の
自
叙
伝
「
折
た
く
柴
の
紀
」
に
も
、
大
名
へ
領
知

朱
印
状
を
与
え
る
た
め
の
草
案
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
白
石
は
家
宣
の
意
向
も
反
映

さ
せ
な
が
ら
案
を
作
成
し
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
草
案
を
提
出

し
た
こ
と
、
そ
の
後
公
家
衆
・
寺
社
宛
の
知
行
宛
行
状
の
草
案
に
つ
い
て
も
求
め
ら

れ
た
が
、
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
家
宣
が
死
去
し
発
給
が
頓
挫
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る）

53
（

。

正
徳
の
朱
印
改
へ
の
新
井
白
石
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
彼
の
伝
記
や
、
政
策
・
思
想

の
研
究
で
も
詳
し
く
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た）

54
（

。
し
か
し
、
以
上
の
史
料
か
ら

み
て
、
大
名
に
宛
て
ら
れ
た
領
知
宛
行
状
の
案
文
作
成
者
は
白
石
で
、
さ
ら
に
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
公
家
衆
・
寺
社
宛
の
知
行
宛
行
状
の
草
案
も
求
め
ら
れ
て
お

り
、
将
軍
徳
川
家
宣
の
意
向
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
起
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
正
徳
の
大
名
宛
領
知
宛
行
状
に
み
ら
れ
る
特
異
な
書
式
は
、
家
宣･

白

石
の
構
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

白
石
が
従
来
と
大
き
く
異
な
る
文
面
の
領
知
宛
行
状
を
起
草
し
た
理
由
を
考
え
る

と
、
ケ
イ
ト
・
Ｗ
・
ナ
カ
イ
氏
の
白
石
を
論
じ
る
言
及
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

氏
は
、
家
宣
・
家
継
の
時
代
に
お
け
る
白
石
の
政
策
的
立
場
を
、
将
軍
権
力
を
強
化

し
、
そ
の
権
威
の
向
上
を
志
向
し
た
も
の
と
し
、
幕
府
支
配
域
の
再
定
義
を
図
る
な

か
で
、
将
軍
を
「
天
領
支
配
の
大
名
中
の
単
な
る
第
一
人
者
で
は
な
く
、
真
に
天
下

を
支
配
す
る
者
に
し
よ
う
と
し
た）

55
（

」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
論
旨
に
も
と
づ
け

ば
、
領
知
宛
行
状
に
み
ら
れ
る
「
○
○
国
△
△
領
」
の
記
載
は
、
△
△
領
と
記
載
す

る
こ
と
で
、
所
領
名
・
領
域
支
配
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
領
域
を
将
軍
が

承
認
す
る
こ
と
で
、
将
軍
の
領
知
宛
行
権
の
強
化
を
図
り
、
大
名
に
対
す
る
優
位
性

を
明
確
に
し
、
領
知
宛
行
状
と
い
う
文
書
が
持
つ
将
軍
の
権
威
性
を
高
め
よ
う
と
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
正
徳
の
朱
印
改
も
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
白
石
主
導
に

よ
る
対
朝
鮮
外
交
や
武
家
諸
法
度
の
改
訂
と
同
様
、
将
軍
権
力
・
権
威
の
強
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
し
た
一
連
の
動
き
に
含
ま
れ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。

　

た
だ
、
領
知
宛
行
状
の
文
面
か
ら
う
け
る
印
象
と
し
て
は
、
実
質
的
に
領
知
の
内

容
が
変
わ
ら
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
領
知
記
載
が
煩
雑
か
つ
文
飾
的
と
な
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
難
解
に
な
っ
た
印
象
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
か
国
以
上
の
領
域
を
有
し

た
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
宛）

56
（

、
薩
摩
藩
主
島
津
吉
貴
宛）

57
（

の
領
知
判
物
を
み
る
と
、
前
田

綱
紀
宛
の
も
の
で
は
「
加
賀
国
領
」
と
し
、
そ
の
内
容
は
「
加
賀
・
能
登
・
越
中
三

箇
国
之
地
…
…
」
と
続
く
。
ま
た
島
津
吉
貴
宛
の
も
の
で
は
「
薩
摩
国
領
」
を
「
薩

摩
・
大
隅
両
国
之
地
并
日
向
国
諸
県
郡
中
…
…
」
と
す
る
な
ど
、
領
分
の
代
表
的
な

国
名
（
こ
の
場
合
は
、
大
名
の
居
住
す
る
城
下
が
所
在
す
る
国
名
）
を
冒
頭
に
挙
げ
、

加
賀
国
領
、
薩
摩
国
領
と
し
、
続
け
て
加
賀
・
薩
摩
を
そ
れ
ぞ
れ
他
の
領
分
の
国
と

合
わ
せ
て
記
す
が
、
そ
の
た
め
に
加
賀
・
薩
摩
が
二
重
記
載
と
な
る
な
ど
、
記
載
が

煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
綱
紀
宛
の
判
物
で
は
「
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
箇
国
之

地
、
除
江
沼
・
能
美
・
婦
負
・
新
川
等
郡
中
拾
八
万
百
七
拾
余
之
外
」
と
、
領
域
か

ら
除
か
れ
る
郡
名
を
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
国
に
属
す
る
郡
の
一
括
記
載
と
し
て
し

ま
い
、
い
ず
れ
の
国
に
属
す
る
か
わ
か
り
に
く
く
、
個
別
の
郡
に
有
す
る
村
数
・
領

知
高
の
記
載
も
不
明
確
で
あ
る
。
領
分
記
載
で
、
国
郡
制
に
よ
る
地
名
記
載
を
白
石

が
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
地
理
に
も
一
家
言
を
持
つ
白
石
は
、
古
来
の
国
郡

制
原
理
か
ら
解
き
放
た
れ
な
い
ま
ま
、「
○
○
国
△
△
領
」
と
い
う
領
分
記
載
概
念

を
新
た
に
盛
り
込
み
、
記
載
に
混
乱
を
生
じ
た
よ
う
に
み
え
る
。
い
わ
ば
白
石
の
理

想
が
勝
ち
す
ぎ
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
か
。

　

⒞
の
朱
印
状
を
発
給
し
た
徳
川
吉
宗
は
、
将
軍
就
任
後
、
旧
例
を
重
ん
じ
る
方
針

を
立
て
た
。
そ
し
て
譜
代
老
中
層
を
中
心
と
し
て
反
発
の
強
か
っ
た
白
石
と
間
部
詮
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房
が
中
心
と
な
っ
た
前
代
ま
で
の
政
治
を
転
換
し
、
例
え
ば
朝
鮮
通
信
使
の
接
遇
を

天
和
次
の
旧
例
に
戻
し
た
り
、
儀
式
の
服
制
を
復
古
す
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

江
戸
城
中
に
お
け
る
礼
式
を
改
正
し
た
り
、
武
家
諸
法
度
を
「
簡
易
」
で
あ
る
と
し

て
白
石
改
訂
の
正
徳
令
か
ら
綱
吉
時
の
天
和
令
に
復
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

吉
宗
は
白
石
を
「
筑
後
守
は
文
飾
多
き
も
の
」
と
捉
え
て
い
た）

58
（

。
吉
宗
か
ら
す
れ

ば
、
一
連
の
政
治
転
換
同
様
、
白
石
に
よ
る
正
徳
朱
印
改
の
書
式
は
「
簡
易
」
で
は

な
く
「
文
飾
」
で
実
際
的
で
は
な
い
と
映
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
⒜
・
⒞
の

宛
行
状
を
比
較
す
れ
ば
、
書
式
的
に
近
付
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
家
宣
・
家
継
将
軍
期
に
お
い
て
、
白
石
は
従
来
幕
府
儒
者
で
あ
る

林
家
が
行
っ
て
き
た
判
物
・
朱
印
、
年
号
・
将
軍
の
諱
や
忌
服
、
墓
所
の
石
槨
銘
撰

定
、
外
交
な
ど
の
職
掌
に
こ
と
ご
と
く
介
入
し
、
林
家
が
司
っ
て
き
た
先
例
を
改
め

て
き
た
。
し
か
し
、
古
格
を
重
ん
じ
る
吉
宗
政
権
に
お
い
て
は
、
幕
初
か
ら
の
秩
序

形
成
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
林
家
の
立
場
は
必
要
な
存
在
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る）

59
（

。
朱
印
改
に
従
前
か
ら
強
く
関
与
し
て
き
た
林
家
が
、
白
石
の
作
り
出
し

た
新
秩
序
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い）

60
（

。
領
知
宛
行
状
の
書

式
の
変
更
も
、
旧
例
を
重
ん
じ
、「
文
飾
」
政
治
路
線
と
訣
別
す
る
意
味
合
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
た
い
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
盛
岡
南
部
家
宛
の
領
知
判
物
・
領
知
目
録
は
、
二
度
の

高
増
を
契
機
と
し
て
そ
の
後
最
初
に
発
給
さ
れ
る
も
の
か
ら
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
化
五
年
の
高
直
し
時
に
領
知
高
が
二
倍
に
増
加

し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
発
給
で
も
判
物
に
お
け
る
領
知
記
載
の

内
容
に
は
変
化
が
な
く
、
領
知
目
録
に
記
載
さ
れ
る
郡
・
村
数
に
も
変
動
が
な
く
、

郡
毎
の
高
の
み
が
数
字
の
操
作
に
よ
っ
て
増
加
す
る
と
い
う
、
高
直
し
の
実
態
を
反

映
し
た
記
載
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
徳
次
の
発
給
で
は
、
領
知
記
載
や
宛

行
文
言
な
ど
で
そ
れ
以
前
・
以
後
と
は
書
式
の
面
で
大
き
く
異
な
る
判
物
が
発
給
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
藩
・
大
名
家
側
の
事
情
と
い
う
よ
り
も
幕
府
側
の
事
情
が
大
き

く
作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

 

（
以
下
、
次
号
）

註（
1
）
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
監
修『
大
隈
伯
昔
日
譚
』（
明
治
文
献
、一
九
七
二
年
）

四
〇
四
頁
。

（
2
）
金
澤
理
康
「
大
名
の
封
建
負
担
」（『
早
稲
田
法
学
』
二
二
、
一
九
四
五
年
）、
藤

野
保
「
領
地
」（『
日
本
古
文
書
学
講
座　

六　

近
世
編
Ⅰ
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七

九
年
）、
笠
谷
和
比
古
「
幕
藩
関
係
概
論
」（『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
3
）
厳
密
に
は
、
生
存
し
て
い
る
当
主
が
隠
居
を
願
い
出
る
場
合
の
代
替
わ
り
と
、
当

主
が
死
亡
し
た
際
の
代
替
わ
り
の
場
合
が
あ
る
。
笠
谷
、
前
掲
「
幕
藩
関
係
概
論
」、

お
よ
び
大
森
映
子
『
お
家
相
続　

大
名
家
の
苦
闘
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）

一
二
〜
一
五
頁
。

（
4
）
藤
井
譲
治
「
家
綱
政
権
論
」（
松
本
四
郎
・
山
田
忠
雄
編
『
講
座
日
本
近
世
史
（
四
）

元
禄
・
享
保
期
の
政
治
と
社
会
』
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）。

（
5
）
な
お
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
徳
川
家
康
が
松
前
慶
広
に
与
え
た
「
国
政
の

御
黒
印
」
と
呼
ば
れ
る
黒
印
状
（
北
海
道
博
物
館
蔵
）
を
先
例
と
し
て
、
松
前
藩
主

松
前
家
に
対
し
て
の
み
、
通
常
の
領
知
判
物
と
は
こ
と
な
り
、
本
州
方
面
か
ら
松
前

に
や
っ
て
き
た
者
が
松
前
藩
の
許
可
な
く
ア
イ
ヌ
と
商
売
す
る
こ
と
と
、
松
前
藩
に

許
可
な
く
ア
イ
ヌ
と
売
買
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
さ
ら
に
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
非
分
の
行

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
一
方
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
は
自
由
往
行
を
認
め
る
と
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い
っ
た
内
容
を
も
つ
三
箇
条
の
条
書
が
渡
さ
れ
て
い
る
（
家
康
は
黒
印
状
、
そ
れ
以

降
は
朱
印
状
）。

（
6
）
大
野
瑞
男
「
領
知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
―
寛
文
印
知
の
政
治
史
的

意
義
（
一
）
―
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
一
年
）
と
、
盛
岡
南
部
家

宛
領
知
目
録
の
実
見
に
よ
る
。

（
7
）
領
知
宛
行
状
類
の
古
文
書
学
的
概
説
と
し
て
、
藤
野
、
前
掲
「
領
地
」（『
日
本
古

文
書
学
講
座　

六　

近
世
編
Ⅰ
』
雄
山
閣
出
版
、一
九
七
九
年
）、浅
井
潤
子
「
判
物
・

朱
印
状
」（
日
本
歴
史
学
会
編
『
概
説　

古
文
書
学　

近
世
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
九
年
）、
笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
文
書
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

九
八
年
）
四
一
〜
四
五
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
大
野
瑞
男
「『
寛
文
朱
印
留
』
解
題
」（
国
立
史
料
館
編
集
・
発
行
『
寛
文
朱
印
留
』

上
、
一
九
八
〇
年
）、
前
掲
「
領
知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
―
寛
文
印

知
の
政
治
史
的
意
義
（
一
）
―
」、「「
領
知
判
物
・
朱
印
状
」
再
論
」（『
東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
』
五
三
・
史
学
科
篇
二
五
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
領
知
宛
行
状
に
つ
い
て
」

（『
歴
史
と
地
理
』
五
四
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
9
）
藤
井
讓
治
『
徳
川
幕
府
家
領
知
宛
行
制
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
八
年
）。

（
10
）
石
井
良
助
「
大
名
の
御
代
替
朱
印
改
に
つ
い
て
―
棚
倉
藩
の
場
合
―
」（
牧
健
二

博
士
米
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
牧
健
二
博
士
米
寿
記
念
日
本
法
制
史
論
集
』
思
文

閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）。

（
11
）
藤
實
久
美
子
「
江
戸
時
代
中
後
期
の
「
判
物
・
朱
印
改
め
」
に
つ
い
て
」（『
学
習

院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
三
年
）、「
江
戸
時
代
中
後
期
の
領
知
判
物
・

朱
印
お
よ
び
領
知
目
録
の
授
受
儀
礼
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
三
、
二
〇

〇
五
年
）。

（
12
）
針
谷
武
志
「
阿
部
家
文
書
の
概
要
」（
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
白
河
集
古
苑

編
集
・
発
行
『
武
家
の
文
化
―
近
世
大
名
阿
部
家
の
遺
宝
―
』
一
九
九
六
年
）。

（
13
）
筆
者
は
、
執
筆
に
関
わ
っ
た
乕
尾
俊
哉
監
修
・「
新
編　

弘
前
市
史
」
編
纂
委
員

会
編
集
『
新
編　

弘
前
市
史
』
通
史
編
2
（
近
世
1
）（
弘
前
市
企
画
部
企
画
課
、

二
〇
〇
二
年
）
一
三
九
〜
一
四
七
頁
に
お
い
て
、
若
干
の
言
及
を
行
っ
た
。

（
14
）
大
野
瑞
男
編
『
史
料
が
語
る
日
本
の
近
世
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
二
年
）
所
収
。

（
15
）『
青
山
史
学
』
二
三
（
二
〇
〇
五
年
）
所
収
。

（
16
）
前
掲
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
領
知
朱
印
改
と
大
名
―
寛
永
朱
印
改
に
お
け
る

南
部
家
の
事
例
を
中
心
に
―
」。

（
17
）
拙
稿
、
前
掲
「「
寛
文
印
知
」
と
奥
羽
地
方
」。

（
18
）
種
村
威
史
「
寛
文
印
知
以
降
の
領
知
朱
印
改
に
つ
い
て
」（『
国
史
学
』
二
〇
三
、

二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
の
ち
に
触
れ
る
元
禄
七
年
の
達
を
受
け
て
徐
々
に
作
成

さ
れ
、
以
降
の
領
知
宛
行
状
類
の
書
札
礼
を
示
し
た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
19
）
必
ず
し
も
作
法
書
通
り
に
文
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の「
御

朱
印
作
法
書
」
ど
お
り
に
実
際
の
領
知
宛
行
状
類
が
調
製
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
筆
者
が
以
前
閲
覧
し
た
こ
と
の
あ
る
弘
前
藩
主
津
軽
家
に
宛
て
た
領
知
朱

印
状
・
判
物
の
実
例
を
み
る
と
、
例
え
ば
料
紙
の
折
り
方
と
印
判
・
花
押
の
据
え
方

に
つ
い
て
、
宝
永
次
以
降
の
領
知
朱
印
状
は
、
作
法
書
記
載
の
通
り
、
折
り
目
と
折

り
目
の
真
ん
中
に
年
号
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
〇
万
石
に
な
っ
て
以
降
発
給
さ
れ
た
領
知
判
物
に
お
い
て
は
、
折
り
目
と
折
り
目

の
真
ん
中
に
年
号
が
記
さ
れ
る
が
、
安
政
二
年
の
徳
川
家
定
領
知
判
物
は
、
花
押
の

下
画
の
始
点
が
折
り
目
に
懸
か
っ
て
お
り
、
ま
た
、
安
政
七
年
の
徳
川
家
茂
領
知
判

物
で
は
、
家
茂
花
押
の
下
画
が
折
り
目
に
懸
か
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
将
軍
の
花
押

の
形
状
に
よ
っ
て
、
年
号
を
折
り
目
と
折
り
目
の
真
ん
中
に
書
い
た
と
し
て
も
、
折

り
目
に
花
押
の
画
が
懸
か
る
場
合
が
あ
る
。
一
方
、
料
紙
の
折
り
方
に
つ
い
て
は
、

元
禄
七
年
以
前
に
発
給
さ
れ
た
寛
文
・
貞
享
の
も
の
も
八
つ
折
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
く
、
特
段
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
本
質
的
に
は
、
元
禄
七
年
の
達
に

よ
る
朱
印
状
発
給
の
開
始
や
宝
永
朱
印
改
時
の
書
札
礼
の
特
異
性
を
重
く
み
る
べ
き

だ
ろ
う
し
、
そ
の
あ
と
の
吉
宗
に
よ
る
家
宣
時
代
の
書
札
礼
の
否
定
と
、
貞
享
次
へ
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の
復
古
が
そ
れ
以
降
の
領
知
朱
印
状
の
書
札
礼
に
与
え
た
影
響
も
重
視
さ
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
。
も
し
「
御
朱
印
作
法
書
」
が
以
降
の
領
知
宛
行
状
に
影
響
を
与
え
る
面
が

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
の
朱
印
改
に
お
い
て
整
え
ら
れ
て
き
た
書
札
礼

が
整
理
さ
れ
、
以
降
の
領
知
宛
行
状
の
書
札
礼
の
洗
練
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
20
）
拙
稿
、
前
掲
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
領
知
朱
印
改
と
大
名
―
寛
永
朱
印
改
に

お
け
る
南
部
家
の
事
例
を
中
心
に
―
」。

（
21
）
同
右
。
な
お
、
寛
文
四
年
発
給
の
南
部
重
直
宛
領
知
目
録
は
、
青
森
県
史
編
さ
ん

近
世
部
会
編
集
『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
4
（
青
森
県
、
二
〇
〇
三
年
）
の
口
絵

に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
体
裁
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
。

（
22
）「
麴
町
御
系
譜
御
書
上
写
並
三
田
様
同
断
」（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）、
お
よ
び
天

保
八
年
十
月
十
六
日
付
南
部
家
家
臣
小
松
原
庸
治
届
書
（「
天
保
八
丁
酉
年
十
月
ゟ

翌
戌
三
月
迄
利
済
公
御
留
守
留
・
同
九
四
月
ゟ
翌
十
亥
八
月
廿
四
日
迄
利
済
公
御
滞

府
留
・
信
侯
公
為
御
名
代
初
而
御
暇
御
留
守
留
」
所
収
）。
な
お
、
麴
町
南
部
家
は

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
（「
七
戸
南
部
政
信
家

譜
」）。

（
23
）
例
外
と
し
て
、
老
中
・
所
司
代
・
大
坂
城
代
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
四
位

下
以
上
の
官
位
を
得
た
大
名
に
つ
い
て
は
、
領
知
判
物
を
与
え
ら
れ
た
。

（
24
）
寛
文
印
知
に
お
け
る
発
給
文
書
形
態
の
詳
細
は
、
大
野
、
前
掲
「
領
知
判
物
・
朱

印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
―
寛
文
印
知
の
政
治
史
的
意
義
（
一
）
―
」
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
25
）
し
た
が
っ
て
、
そ
の
基
準
値
を
動
か
せ
ば
大
名
の
序
列
に
大
き
な
変
動
を
生
じ
る

た
め
、「
寛
文
印
知
」
に
お
い
て
、
一
度
決
定
し
た
領
知
高
は
動
か
さ
な
い
こ
と
が

原
則
と
さ
れ
た
（
拙
稿
、
前
掲
「「
寛
文
印
知
」
と
奥
羽
地
方
」）。

（
26
）「
柳
営
日
次
記
（
寛
文
年
録
）」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
寛
文
四
年
十
二
月
六
日
条
。

（
27
）
於
北
（
南
部
利
直
娘
、
家
臣
北
左
衛
門
佐
室
）、
中
野
吉
兵
衛
内
室
（
利
直
娘
）

宛
南
部
重
信
書
状
抜
粋
（「
書
留
」
の
う
ち
「
御
家
督
・
所
々
御
出
」）。

（
28
）「
盛
岡
藩
家
老
席
雑
書
」
天
和
三
年
五
月
十
三
日
条
。

（
29
）「
系
譜
（
弘
化
三
年
南
部
信
濃
守
書
上
）」。

（
30
）
飯
沼
二
郎
『
石
高
制
の
研
究
│
│
日
本
型
絶
対
主
義
の
基
礎
構
造
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
九
七
四
年
）
一
七
八
〜
一
七
九
頁
。
た
だ
し
、
同
書
に
お
い
て
は
、「
領

主
み
ず
か
ら
幕
府
に
請
う
て
、
表
高
（
領
知
高
）
の
変
更
を
お
こ
な
う
こ
と
」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
が
、
盛
岡
藩
の
「
高
直
し
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
幕
府
に
「
高
直
し
」

を
願
い
出
る
願
書
を
提
出
し
た
形
跡
は
な
く
、「
領
主
み
ず
か
ら
幕
府
に
請
う
て
」
と

い
う
形
で
は
な
い
。こ
の
点
か
ら
、飯
沼
氏
に
よ
る
定
義
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
31
）
文
化
五
年
の
高
直
し
後
、
最
初
の
発
給
と
な
っ
た
天
保
時
の
発
給
以
降
、
宛
所
は

「
盛
岡
侍
従
と
の
へ
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
高
直
し
以
降
、
当
主
が
初
官
従
四
位
下
、
侍

従
成
が
恒
常
化
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る（「
御
系
譜
」も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）。

（
32
）
な
お
、「
寛
文
印
知
」
の
書
式
で
は
、
先
判
あ
る
時
は
年
号
月
日
を
載
せ
、
二
判

の
時
は
「
任
両
先
判
旨
」、
一
代
前
と
三
代
前
の
先
判
が
あ
る
場
合
に
は
「
任
先
判

之
旨
」と
し
て「
両
」の
宇
を
除
く
。
先
判
が
あ
っ
て
も
所
替
か
、先
判
な
き
時
は「
如

前
々
充
行
之
訖
」
と
書
き
、
当
代
の
加
増
・
減
知
が
あ
る
場
合
に
は
前
々
と
は
書
か

な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（
大
野
、
前
掲
「
領
知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研

究
―
寛
文
印
知
の
政
治
史
的
意
義
（
一
）
―
」）。

（
33
）
江
戸
時
代
を
通
じ
て
石
高
等
に
変
動
の
な
い
土
佐
山
内
家
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
吉

宗
以
降
宛
行
文
言
は
定
着
を
し
て
い
る
（
大
野
充
彦
「
江
戸
幕
府
発
給
文
書
に
つ
い

て
」、
高
知
県
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
編
集
『
高
知
県
歴
史
資
料
調
査
報
告
書　

土
佐
藩
主
山
内
家
歴
史
資
料
目
録
』
高
知
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
）。
本
来

定
着
し
て
い
く
宛
行
文
言
に
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
高
直
し
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
34
）「
教
令
類
纂
初
集
」
三
十
五
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊　

三
一　

教
令
類
纂
初
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集
（
一
）』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
、
六
四
五
頁
）。

（
35
）
大
野
、
前
掲
「「
領
知
判
物
・
朱
印
状
」
再
論
」、
お
よ
び
針
谷
「
阿
部
家
文
書
の

概
要
」、
藤
井
、
前
掲
『
徳
川
幕
府
家
領
知
宛
行
制
の
研
究
』
三
四
四
〜
三
七
九
頁
、

種
村
威
史
「
領
知
宛
行
制
史
に
お
け
る
元
禄
七
年
令
の
位
置
」（『
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
六
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
、
前
掲
「
寛
文
印
知

以
降
の
領
知
朱
印
改
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）「
天
保
八
丁
酉
年
十
二
月
ゟ
同
九
年
・
同
十
年
八
月
迄
御
様
子
書
下
留
」。

（
37
）『
黒
石
市
史
』
通
史
編
Ⅰ
（
黒
石
市
、
一
九
八
七
年
）
一
一
六
頁
。

（
38
）「
新
編　

弘
前
市
史
」
編
纂
委
員
会
編
集
『
新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
三
・
近
世

二
（
弘
前
市
企
画
部
企
画
課
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
三
〜
一
六
〇
頁
。

（
39
）「
御
朱
印
書
替
之
節
拾
万
石
高
御
判
物
被
下
度
御
願
書
」（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館

蔵
津
軽
家
文
書
）。

（
40
）
藤
井
、
前
掲
『
徳
川
幕
府
家
領
知
宛
行
制
の
研
究
』
三
四
四
〜
三
七
九
頁
。

（
41
）
針
谷
、
前
掲
「
阿
部
家
文
書
の
概
要
」
に
よ
る
。

（
42
）
先
に
述
べ
た
元
禄
十
一
年
の
津
軽
家
の
村
替
の
場
合
、
朱
印
状
・
領
知
目
録
が
発

給
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
43
）
前
掲
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
領
知
朱
印
改
と
大
名
―
寛
永
朱
印
改
に
お
け
る

南
部
家
の
事
例
を
中
心
に
―
」。

（
44
）
大
野
、
前
掲
「
領
知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
―
寛
文
印
知
の
政
治
史

的
意
義
（
一
）
―
」。

（
45
）「
御
朱
印
書
式
」（
菊
池
駿
助
編
輯
『
徳
川
禁
令
考
』
前
聚
第
四
帙
、吉
川
弘
文
館
、

一
九
三
一
年
、
四
八
〇
〜
四
八
一
頁
）。

（
46
）
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
盛
岡
・
八
戸
両
藩
の
分
立
―
経
緯
の
再
検
討
と
考
察

―
（
下
）」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
一
二
二
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
47
）「
貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。
な
お
、
大
野
、
前
掲
「
領

知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
―
寛
文
印
知
の
政
治
史
的
意
義
（
一
）
―
」

に
お
い
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）
例
え
ば
、
享
保
次
の
発
給
の
際
、
弘
前
藩
主
津
軽
信
寿
は
、
将
軍
徳
川
家
綱
と
綱

吉
か
ら
発
給
さ
れ
た
領
知
目
録
に
「
陸
奥
国
津
軽
郡
一
円
」
と
記
載
さ
れ
た
の
に
、

家
宣
が
発
給
し
た
領
知
目
録
に
「
一
円
」
の
文
字
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

発
給
さ
れ
る
領
知
目
録
で
は
「
一
円
」
と
い
う
記
載
を
復
活
す
る
よ
う
願
書
を
提
出

し
た
。
津
軽
家
で
は
老
中
や
朱
印
改
奉
行
に
申
し
入
れ
た
が
、
結
局
こ
の
時
に
は
実

現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
（「
御
領
知
御
目
録
御
願
之
儀
ニ
付
御
書
付
之
扣
」
青
森
県
立

郷
土
館
蔵
）。
な
お
、
こ
の
点
は
、
拙
稿
「
北
方
史
の
中
の
津
軽　

一
二
五　

津
軽

地
域
三
郡
の
統
合
」（『
陸
奥
新
報
』
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
八
日
付
朝
刊
）
に
お
い

て
言
及
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
49
）
藤
野
、
前
掲
「
領
地
」。

（
50
）
前
掲
「
貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記
」。

（
51
）
正
徳
次
発
給
の
朱
印
状
・
判
物
の
特
異
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
に
は
、
前
掲

『
武
家
の
文
化
―
近
世
大
名
阿
部
家
の
遺
宝
―
』
中
、
忍
藩
主
阿
部
正
喬
に
対
し
て

発
給
さ
れ
た
判
物
を
紹
介
し
た
文
中
に
、「
郡
ご
と
の
村
数
で
は
な
く
国
ご
と
村
数

を
記
す
こ
と
や
、「
目
録
具
載
別
紙
、
任
元
禄
之
旧
規
」
の
表
現
な
ど
他
の
判
物
と

の
文
言
に
差
異
が
あ
る
」（
同
書
七
二
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
種
村
、
前

掲
「
寛
文
印
知
以
降
の
領
知
朱
印
改
に
つ
い
て
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）「
委
蛇
日
録
」
十
四
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
大
日
本
古
記
録　

新
井
白

石
日
記
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
、
一
四
七
・
一
五
〇
〜
一
五
二
頁
）。

（
53
）「
折
た
く
柴
の
紀
」
中
（
宮
崎
道
生
『
定
本
折
た
く
柴
の
記
釈
義　

改
訂
版
』
近

藤
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
三
三
五
頁
）。

（
54
）
た
と
え
ば
宮
崎
道
生
氏
は
、
正
徳
の
朱
印
改
に
つ
い
て
「
朱
印
状
起
草
に
つ
い
て

は
特
記
す
べ
き
こ
と
も
な
い
の
で
」
と
記
し
て
い
る
（
宮
崎
、前
掲
書
、三
三
五
頁
）。

な
お
、
本
稿
の
も
と
に
な
る
研
究
発
表
後
に
、
種
村
威
史
氏
が
白
石
の
関
与
を
指
摘

し
、
検
討
を
加
え
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
（
前
掲
「
寛
文
印
知
以
降
の
領
知
朱
印
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改
に
つ
い
て
」）。

（
55
）
ケ
イ
ト
・
Ｗ
・
ナ
カ
イ
（
平
石
・
小
島
・
黒
住
訳
）『
新
井
白
石
の
政
治
戦
略
―

儒
学
と
史
論
―
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
七
一
頁
。

（
56
）「
復
古
記
」
巻
七
十
五
第
一　

明
治
元
年
閏
四
月
十
九
日
条
（
東
京
帝
国
大
学
蔵

版
『
復
古
記
』
第
四
冊
、
内
外
書
籍
、
一
九
二
九
年
、
四
〇
一
頁
）。

（
57
）「
旧
記
雑
録
追
録
」
巻
四
十
六
（
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
集
『
鹿
児
島

県
史
料　

旧
記
雑
録
追
録
三
』、
鹿
児
島
県
、
一
九
七
三
年
、
六
頁
）。

（
58
）
室
鳩
巣
「
兼
山
秘
策
」（
瀧
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
大
典
』
第
六
巻
、
明
治
文
献
、

一
九
六
六
年
、
六
四
〇
〜
六
四
一
頁
）。

（
59
）
荻
生
茂
博
「
江
戸
幕
府
儒
者
林
家
の
位
置
―
将
軍
家
と
林
家
―
」（『
米
沢
史
学
』

九
、
一
九
九
三
年
）。

（
60
）
辻
達
也
『
徳
川
吉
宗
』（
人
物
叢
書
新
装
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
二

七
〜
二
八
頁
。

 

（
ち
ば
・
い
ち
だ
い　

青
山
学
院
大
学
・
聖
心
女
子
大
学
講
師
）
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表 1　盛岡南部家宛領知宛行状一覧

表 2　盛岡南部家宛領知目録記載内容一覧

※内訳の郡名・村名・郡高は、原史料の記載順に従った

年月日 差出 宛所 宛所の発給時
の官位 種別 事由 領知記載 石高合計 宛所書き出

しの位置
宛所へ
の敬語

寛永11(1634).8.4 徳川家光 南部重直 従五位下 判物 将軍上洛に
伴う

陸奥国北郡・三戸・二戸・鹿
角・閉伊・岩手・志和・稗貫・
和賀10郡

10万石
花押の一画
目と同じ高
さ

とのへ

寛文4(1664).4.5 徳川家綱 南部重直 従五位下 判物 継目安堵
陸奥国北郡・三戸・二戸・鹿
角・閉伊・岩手・志和・稗貫・
和賀所々

10万石
花押の一画
目とほぼ同
じ高さ

とのへ

貞享元(1684).9.21 徳川綱吉 南部重信 従四位下 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀、三戸
之内26箇村、九戸之内3箇村、
志和之内48箇村

10万石
花押の一画
目とほぼ同
じ高さ

とのへ

正徳2(1712).4.11 徳川家宣 南部利幹 従五位下 判物 継目安堵
陸奥国森岡領北郡・二戸・鹿
角・閉伊・岩手・稗貫・和賀
7郡、三戸・九戸・志和等之
地77箇村

10万石
花押の一画
目と同じ高
さ

とのへ

享保2(1717).8.11 徳川吉宗 南部利幹 従五位下 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

10万石
花押の一画
目と同じ高
さ

とのへ

延享3(1746).10.11 徳川家重 南部利視 従五位下 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

10万石
花押の一画
目とほぼ同
じ高さ

とのへ

宝暦11(1761).10.21 徳川家治 南部利雄 従五位下 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

10万石
花押の一画
目とほぼ同
じ高さ

とのへ

天明8(1788).3.5 徳川家斉 南部利敬 幼少無官 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

10万石
花押の一画
目とほぼ同
じ高さ

とのへ

天保10(1839).3.5 徳川家慶 南部利済 従四位下侍従 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

20万石 日付の「日」
と同じ高さ とのへ

安政2(1855).3.5 徳川家定 南部利剛 従四位下侍従 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

20万石 日付の「日」
と同じ高さ とのへ

安政7(1860).3.5 徳川家茂 南部利剛 従四位下侍従 判物 継目安堵
陸奥国北郡・二戸・鹿角・閉
伊・岩手・稗貫・和賀7郡、
三戸郡之内26箇村、九戸郡之
内3箇村、紫波郡之内48箇村

20万石 日付の「日」
と同じ高さ とのへ

内容（単位は石）発給者 宛所 朱印改奉行 日付

1 陸奥国 徳川家綱 南部重直 小笠原長矩、永井直庸 寛文4(1664).4.5

 総計・内訳北郡50箇村 4,784.147 三戸67箇村 16,439.754 二戸48箇村 6,213.398 九戸41箇村 6,225.633 鹿角33箇村 6,617.889

 計 100,000.000閉伊91箇村 10,941.475 岩手54箇村 10,429.807 志和51箇村 13,868.059 稗貫52箇村 12,867.788 和賀42箇村 11,612.050

2 陸奥国 徳川綱吉 南部重信 本多忠当、牧野富成 貞享元(1684).9.21

 総計・内訳北郡50箇村 5,983.928 三戸之内24箇村 8,445.115 二戸48箇村 7,743.201 九戸之内3箇村 646.755 鹿角33箇村  8,272.325

 計 100,000.000閉伊91箇村 13,666.780 岩手54箇村 12,223.414 志和之内48箇村 13,615.516 稗貫52箇村 15,112.203 和賀42箇村 14,290.763

3 陸奥国 徳川家宣 南部利幹 松平正久、安藤重行 正徳2(1712).4.11

 総計・内訳 2に同じ

4 陸奥国 徳川吉宗 南部利幹 石川総茂、朽木種元 享保2(1717).8.11

 総計・内訳北郡50箇村 5,983.928 二戸郡48箇村 7,743.201 鹿角郡33箇村 8,272.325 閉伊郡91箇村 13,666.780 岩手郡54箇村 12,223.414

 計 100,000.000稗貫郡52箇村 15,112.203 和賀郡42箇村 14,290.763 三戸郡之内24箇村 8,445.115 九戸郡之内3箇村 646.755 紫波郡之内48箇村 13,615.516

5 陸奥国 徳川家重 南部利視 本多正珍、秋元涼朝 延享3(1746).10.11

 総計・内訳 4に同じ

6 陸奥国 徳川家治 南部利雄 戸田氏英、松平乗佑 宝暦11(1761).10.21

 総計・内訳 4に同じ

7 陸奥国 徳川家斉 南部利敬 青山幸完、松平輝和 天明8(1788).3.5

 総計・内訳 4に同じ

8 陸奥国 徳川家慶 南部利済 牧野忠雅、本多康禎 天保10(1839).3.5

 総計・内訳北郡50箇村 11,077.023 二戸郡48箇村 11,089.836 鹿角郡33箇村 15,224.419 閉伊郡91箇村 21,772.211 岩手郡54箇村 28,863.242

 計 200,000.000稗貫郡52箇村 34,072.689 和賀郡44箇村 30,804.099 三戸郡之内24箇村 14,118.198 九戸郡之内3箇村 731.758 紫波郡之内48箇村 32,146.525

9 陸奥国 徳川家定 南部利剛 青山幸哉、本多忠民 安政2(1855).3.5

 総計・内訳 8に同じ

10 陸奥国 徳川家茂 南部利剛 松平親良、松平輝聴 安政7(1860).3.5

 総計・内訳 8に同じ
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図 1

徳川家綱領知判物

南部重直宛

寛文 4年（1664）4 月 5 日付

（もりおか歴史文化館蔵）

図 2

徳川家慶領知判物

南部利済宛

天保10年（1839）3 月 5 日付 

（もりおか歴史文化館蔵）

図 3

徳川家宣領知判物

南部利幹宛

正徳 2年（1712） 4 月11日付

（もりおか歴史文化館蔵）


